
《5》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《4》

12
月
８
日
　
八
所
河
内
神
社（
成
川
）で
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
安
居
神
楽
の
15
演
目
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
　
厳
し
い
冷
え
込
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
集
ま

っ
た
大
勢
の
参
拝
客
の
前
で
、
太
鼓
や
鉦
の

音
に
の
せ
て
素
朴
で
清
楚
な
舞
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

町内各地で三神楽奉納 伝統の舞が参拝客魅了
十
一
月
初
旬
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
名
野
川
磐
門
神
楽
、
池
川
神
楽
、
安
居
神
楽
が
各
地
の
神
社
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

名野川磐門神楽
11 月 15 日　菜野河神社（峠ノ越）で、国の

重要無形民俗文化財に指定されている名野川

磐門神楽が奉納されました。

　当日は 16 演目すべてが奉納され、地元の

方やカメラを片手に訪れた参拝客らが大勢集

まり、平家落人の伝承といわれている神楽の

神秘的な舞を堪能しました。

池川神楽
11 月 23 日　池川神社秋季大祭が行われ大勢

の参拝客が訪れました。土佐最古の神楽とい

われている池川神楽（国指定重要無形民俗文

化財・土佐三大神楽の一つ）の 14 演目が奉

納され、訪れた人々は優雅な舞に惜しみない

拍手を送っていました。

〈奉納日〉

11月８日　二所神社（下名野川）

11月11日　三所神社（名野川）※偶数年奉納

11月12日　大山祇神社（上名野川）

11月15日　菜野河神社（峠ノ越）※６月15日にも奉納

11月18日　北川神社（北川）

11月21日　鎌倉三頭神社（下北川）

12月９日　滝ノ宮神社（二ノ滝）

12月10日　大山祇神社（宗津）

安
居
神
楽

〈奉納日〉

11月23日　池川神社（下土居）

12月31日 　　　〃 　　　　※舞納め

 １月１日 　　　〃 　　　　※舞始め

〈奉納日〉

12月８日　八所河内神社（成川）
※偶数年奉納

12月12日　熊野神社（宮ヶ平）
※奇数年奉納
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名野川磐門神楽
11 月 15 日　菜野河神社（峠ノ越）で、国の

重要無形民俗文化財に指定されている名野川

磐門神楽が奉納されました。

　当日は 16 演目すべてが奉納され、地元の

方やカメラを片手に訪れた参拝客らが大勢集

まり、平家落人の伝承といわれている神楽の

神秘的な舞を堪能しました。

池川神楽
11 月 23 日　池川神社秋季大祭が行われ大勢

の参拝客が訪れました。土佐最古の神楽とい

われている池川神楽（国指定重要無形民俗文

化財・土佐三大神楽の一つ）の 14 演目が奉

納され、訪れた人々は優雅な舞に惜しみない

拍手を送っていました。

〈奉納日〉

11月８日　二所神社（下名野川）

11月11日　三所神社（名野川）※偶数年奉納

11月12日　大山祇神社（上名野川）

11月15日　菜野河神社（峠ノ越）※６月15日にも奉納

11月18日　北川神社（北川）

11月21日　鎌倉三頭神社（下北川）

12月９日　滝ノ宮神社（二ノ滝）

12月10日　大山祇神社（宗津）

安
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神
楽

〈奉納日〉

11月23日　池川神社（下土居）

12月31日 　　　〃 　　　　※舞納め

 １月１日 　　　〃 　　　　※舞始め

〈奉納日〉

12月８日　八所河内神社（成川）
※偶数年奉納

12月12日　熊野神社（宮ヶ平）
※奇数年奉納
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《7》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《6》

ま ち の 話 題

９
月
11
日
　
仁
淀
川
町
観
光
セ
ン
タ
ー
で
、

仁
淀
川
町
子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
主
催
：
仁
淀
川
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
中
は
日
差
し
も
強
く
暑
い
一
日
で
し

た
が
、
町
内
か
ら
五
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、

爽
や
か
な
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
、
選
手
九
人
で
大
会
に
臨

ん
だ
中
津
ジ
ュ
ニ
ア
が
、
抜
群
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
全
勝
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま ち の 話 題

子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
３
回
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
吾
川
杯

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

吾川地区文化祭
11月26日～28日　中央公民館で吾川地区文化

祭が開催され、小中学生や一般の方が出品した

書道や絵画、工芸品などが展示されました。

　28日には舞台発表が行われ、民謡やハーモ

ニカ演奏など多彩な演目を、たくさんの来場者

が楽しみました。当日はあわせて手打ちそばや

特産品の実演販売も行われ賑やかな一日とな

りました。

寒
さ
和
ら
ぐ
優
し
い
明
か
り

12
月
４
日
　
長
者
の
棚
田
で「
第

四
回
長
者
D
E
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
方
が
見
物
に
訪
れ

ま
し
た
。今
年
は
急
き
ょ
尾
﨑
正

直
知
事
も
参
加
、点
灯
式
で
は
西

暦
に
ち
な
ん
だ
二
千
十
個
の
最

後
の
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
と
も

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
地
域
の
住
民
ら

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
の
主
催

で
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
地
域

一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
当
日
は
午
後
四
時
半
か
ら
、石

垣
の
ふ
ち
に
置
か
れ
た
ろ
う
そ

く
に
点
灯
し
始
め
、辺
り
が
だ
ん

だ
ん
と
闇
に
包
ま
れ
る
と
、美
し

く
優
し
い
明
か
り
が
浮
か
び
上

が
り
ま
し
た
。

　
大
イ
チ
ョ
ウ
前
の
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
は
、今
年
度
で
閉
校
に
な

る
仁
淀
高
校
の
生
徒
や
、長
者
小

学
校
の
児
童
、
仁
淀
和
太
鼓
「
一

圓
想
」ら
が
展
示
や
楽
器
演
奏
な

ど
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　
見
物
客
ら
は
、幻
想
的
な
世
界

を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
り
、出
店
で

田
楽
や
寿
司
、ケ
ー
キ
な
ど
を
買

い
求
め
た
り
と
楽
し
み
方
そ
れ

ぞ
れ
。予
想
を
超
え
る
会
場
の
活

気
に
、地
域
の
皆
さ
ん
も
大
満
足

の
様
子
で
し
た
。

11月21日　仁淀川町観光センターで、

第３回さくらクラブ吾川杯ジュニアソ

フトボール大会が開催されました。

　冬空の下、町内外から６チームが集

まり、日ごろの練習の成果を発揮して

真剣勝負を繰り広げました。

　決勝戦は、互いの持ち味を発揮した

好ゲームとなり、池川子ども会が昨年

優勝の別府メッツジュニアに４－２で

勝利し、嬉しい初優勝を飾りました。

　空気が乾燥し火災が発生しやすいこの季

節、園児たちが恒例の防火パレードを行いま

した。

　パレードに先立ち、園児による防火の誓い

や、日ごろお世話になっている消防関係者や

地域の方にプレゼントの贈呈がありました。

　「火遊びは絶対にしません」と大きな声で

誓った後は、拍子木などを手に、防火を呼び

かけて元気に歩きました。

チームワークでつかんだ優勝・中津ジュニア優　勝　中津ジュニア

準優勝　別府メッツジュニア

第３位　池川子ども会

ギ
リ
ギ
リ
の
９
人
で
戦
い
ぬ
い
た

中
津
ジ
ュ
ニ
ア

池川子ども会が初優勝
優　勝　池川子ども会

準優勝　別府メッツジュニア

第３位　中津ジュニア

喜
び
い
っ
ぱ
い
の
池
川
子
ど
も
会

保育園児が防火パレード保育園児が防火パレード
防
火
標
語

「
消
し
た
か
な
」  

あ
な
た
を
守
る
　
合
言
葉

11
月
９
日
　
ふ
た
ば
保
育
所

11
月
10
日
　
長
者
保
育
所

11
月
16
日
　
名
野
川
保
育
所

舞
台
発
表
も
大
盛
況

11月27日　仁淀多目的研修集会施設で第13回仁淀芸

能祭（主催：仁淀文化協会／仁淀芸能祭実行委員会）が

行われ、この日を楽しみに来場した約200人の観客を

魅了しました。

　当日は仁淀和太鼓「一圓想」の勇壮な演奏で舞台が

始まり、民謡、詩吟、日舞、カラオケなどが次々に披露

されました。日ごろ個人や団体で練習を重ねてきた皆

さん、当日は遺憾なく成果を発揮していました。

　また別府小学校３、４年生が詩吟とリコーダー演奏

などを披露し、観客たちは「よう練習しちゅうねぇ」と

笑顔で聞き入っていました。

　会場には出演者へのたくさんの拍手とともにおひ

ねりが飛ぶ場面もあり、今年も終始盛況のうちに芸能

祭は終了しました。

練習の成果堂々と

　仁淀芸能祭に200人

見る人の心を温める優しい明かり

尾﨑知事の登場で子どもたちは大喜び

棚田にキャンドル2010個




